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地産地消か地産都消か

宮城県の建築需要は・・・

ＣＬＴ（木造建築）の普及とは？

・新たな需要を創出
・既存製品（ＲＣ造・Ｓ造）からの代替需要を創出

16,532棟／年（平成２８年全国１２位）
国土交通省：建築物着工統計



代替品とは

既にポジションを確立した代替品といえば・・・

・ラーメン屋→カップラーメン
・書店→オンライン書店
・固定電話→携帯電話

これらポジションを確立した代替品の特長は

⇒顧客の課題を解決している



既存製品の課題解決

Ｓ造 ⇒価格、規模
ＲＣ造⇒価格、工期

木造が代替品としてのポジションを確立するには
どうすればいいのか？

既存製品（ＲＣ造・Ｓ造）の課題事業者視点



ＣＬＴによる課題解決

価格 ＣＬＴ製品価格の低減
だけでいいのか・・・？

規模 生産体制の整備
何をつくるのか・・・？

工期 低価格工法
どうつくるのか・・・？


